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Wnt シグナルは様々な生命現象において多彩かつ重要な役割を果たす一方で、

様々ながん細胞において異常亢進していることが知られている。したがって Wntシ

グナルに作用する化合物は医薬品リード化合物となることが期待されている。

Scopadulciolは生薬として用いられる台湾産の双子葉植物 Scoparia dulcisより林らに

よって 1991年に単離されたジテルペンであり 1)、プロテアソーム依存性の -catenin

の分解を促進してWntシグナルに作用するとともに、AGSヒト胃腺ガン細胞に毒性

があることが知られている 2)。本研究では、この化合物の構造と活性に興味をもち、

また合成例も少ないため全合成を目指すこととした。 

方針としては、Wieland–Miescher ketone (1) を出発物質とし、ヨウ素を用いたエー

テル環の構築を行い 3)、四酸化ルテニウムで酸化する (1→2→3)。その後メタノリシ

スによって C4の四級不斉炭素を形成し、AB環部 4を合成する。C環に関しては、4

の C9位カルボニル基を還元ののちに増炭してアルデヒド 5にしたのち、アルドール

反応で環化を行って 6へと

導くこととした。その後、

D 環の構築を行うことで

目的化合物の合成を目指

す。AB 環部 4 の構築はほ

ぼ終了しており 4)、現在、

C/D環部の構築に取り組ん

でいる。 
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